
評価期間：平成２７年　８月～平成29年　７月

在職年数 年齢

取組み 結果の
評価 評価

△ △

△ ▲

△ ▲

△ △

△ ▲

△ △

この「議員活動の目標（公約）」は、1年間の議員活動の指標とし、「議員の自己評価」の基礎資料に活用する。

目標期間：平成２７年　８月～平成２８年　７月

所属委員会・役職名 氏　　　　　　名

産業厚生常任副委員長

総務文教常任委員会
４ 井　上　　南 73

評価の分類：○＝「ほぼ満足」　△＝「努力が必要」　▲＝「さらに努力が必要」

評価
評価の結果となった具体的な理由

　職員の今後の対応について不十分な点があった。

 ３．経済分野の取り組み

 　２．財政分野の取り組み

項　　　　目 具　体　的　な　目　標　項　目

　職員の

　箱物の見直し

 １．行政分野の取り組み

　雇用促進対策

 ５．教育分野の取り組み

　子ども教育の見直し

 ４．福祉分野の取り組み

少子化対策

 ６．その他の取り組み

　議会活動の見直し

　箱物の利用していない物を別な利用法を考えていきたい。

　地産地消を考え雇用促進を進めることが出来なかった。

　地元住民との話の中で先の見えない話になりがちで充分な方法が見いだせない。今後話し合

いを続けて１つでも良い方向を見いだしていきたい。

　教育に重点を置きすぎない事も考えに入れて物事を考えることが出来なかった。

　形にはまった活動だけでなく一人一人が持つ長所を生かした活動を考えの中に入れて活動

出来なかった。
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